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防災対策

自
主
防
災
組
織
の
結
成

結
成
に
向
け
各
地
区
を
支
援

佐藤照彦議員

水産振興

漁
業
系
廃
棄
物
の
処
理
対
策

県
と
と
も
に
解
決
に
向
け
検
討

質
問

産
業
振
興
を
問
う
。

①
水
産
資
源
の
持
続
的
生
産
や

漁
場
（
海
底
）
環
境
を
守
る

た
め
、
大
型
ト
ロ
ー
ル
、
大

型
巻
網
の
操
業
規
制
を
実
現

し
、
漁
船
漁
業
の
振
興
に
努

力
を
。

②
か
き
、
ほ
た
て
、
う
に
殻
な

ど
漁
業
系
廃
棄
物
の
処
理
対

策
の
早
期
確
立
を
。

沼
崎
町
長
　

①
町
と
し
て
は
、
底
引
き
網
が

海
底
や
生
物
資
源
に
与
え
る

影
響
の
調
査
を
、
岩
手
県
水

産
技
術
セ
ン
タ
ー
に
要
望
し

て
い
る
。

②
こ
の
問
題
は
、
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
県
と
と
も
に
解
決

に
向
け
て
検
討
を
重
ね
る
。

当
面
の
対
策
は
、
殻
と
付

着
物
の
分
別
、
減
量
、
自
家

処
理
を
進
め
る
こ
と
で
あ
り
、

養
殖
業
者
と
漁
協
に
要
請
し

て
い
る
。

中
期
的
に
は
、
県
営
漁
港

の
埋
め
立
て
処
理
護
岸
を
最

大
限
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ

り
、
牧
場
の
ぬ
か
る
み
防
止

材
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

な
ど
、
い
く
つ
か
の
方
法
が

考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
養
殖

業
者
・
漁
協
の
意
向
を
踏
ま

え
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問

防
災
対
策
を
問
う
。

①
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
へ
の

助
成
を
。

②
防
災
弱
者
対
策
の
確
立
を
。

③
観
光
客
、
海
水
浴
客
対
策
の

確
立
を
。

④
自
主
防
災
組
織
を
作
り
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
。

沼
崎
町
長
　

①
耐
震
診
断
の
助
成
は
、
十
八

年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で

の
期
間
で
年
十
件
を
目
標
に

取
り
組
む
。

耐
震
改
良
へ
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
現
状
で
は
難
し
い
。

②
関
係
課
で
協
議
し
て
い
る
が
、

行
政
だ
け
の
対
応
は
困
難
で

あ
る
。
家
族
、
地
域
住
民
の

助
け
合
い
、
協
力
も
必
要
で

あ
る
。

③
避
難
標
識
を
オ
ラ
ン
ダ
島
、

浦
の
浜
、
荒
神
海
水
浴
場
に

設
置
し
た
。

④
町
民
懇
談
会
で
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
進
め
て
き
た
。

大
沢
の
袴
田
、
川
向
地
区
で

は
独
自
の
防
災
マ
ッ
プ
を
作

成
し
地
区
住
民
に
配
布
し
て

い
る
。
山
田
地
区
で
は
後
楽

町
、
中
央
町
の
一
部
が
統
合

し
、
愛
宕
地
区
と
し
て
自
主

防
災
組
織
を
結
成
し
た
。

今
後
も
結
成
に
向
け
て
各

地
区
を
支
援
し
て
い
く
。

カキの出荷で忙しい養殖漁家（大沢）


